
 

日本英学史学会	 中国・四国支部	 
平成 29年度 総会・第１回 (通算 76回) 研究例会のご案内 

 

拝啓	 新緑の候，会員の皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より当支部の発展のために

温かいご支援とご協力をいただき心から感謝申し上げます。 
	 さて，平成 29年度支部総会，及び第 1回（通算第 76回）支部研究例会を下記の要領で開催いたします。今回
の研究例会では，研究発表が 2件予定されています。お誘いあわせの上ご参集くださいますよう，ご案内申し上
げます。末筆ながら，会員の皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 敬具 
 

日本英学史学会 中国・四国支部 
 
	 	 日	 時：	 2017年 5月 27日（土）	 12:30受付開始 
	 	 会	 場：	 サテライトキャンパスひろしま（広島県民文化センター） 505中講義室（5階） 
	 	 	 	 	   	 	 〒730-0051	 広島県広島市中区大手町 1-5-3	  TEL 082-258-3131 
	 	 参加費：	 会員，非会員とも無料 
 
支部総会（13:00～13:50） 
	 	 議長選出，前年度活動報告，会計報告，会計監査報告，会則改正，役員選出，新年度活動計画，他 
 
開会行事（14:00～14:05）	 	 支部長挨拶 
 
研究発表①（14:05～15:15） 

 「ヘルン先生とラジオ補習講座」	 
田中	 正道（広島大学名誉教授）	 

 
	 かって広島にはLafcadio Hearnに大学時代に直接指導を受けたり，作品等で感化された人物が結構いた。 
	 本発表では，昭和6年から昭和13年まで日本放送協会関西支部（のち大阪中央放送局と改称）から放送された
標記の番組のうち，L. Hearn の影響がよく窺える昭和6年11月から翌年3月までのラジオテキストにスポット
を当て，担当講師，講座内容を一瞥することとする。 

 
研究発表②（15:30～16:40） 
	 「日本における英語基本語の史的検討（1）：令文社『学習英語辞典』を手がかりに」	 

馬本	 勉（県立広島大学）	 

	 

	 英単語の重要度は何によって判断するか。日本の英語教育にとって，これは古くて新しい問題である。これま

で多くの辞書や単語集が語の重要度を様々な方法で表記しようと努めてきた。その一つが令文社『学習英語辞典』

であるが，出版から50数年を経た今，現物に出会う機会の極めて乏しい「幻の辞書」となっている。本発表では，

その「幻の辞書」が試みた重要度表記を手がかりとして，日本の「英語基本語」をめぐる議論を振り返りたい。	 

 
閉会行事（16:45～17:00）	 	 副支部長挨拶，写真撮影 
 
懇 親 会（17:30～19:30） 
	 広島酒呑童子（広島市中区大手町 1-4-25	  TEL 082-247-9300） 会費 4,000円 
 



 研究例会会場への交通案内 	 （県立広島大学ホームページ「サテライトキャンパスひろしま」より） 

 

 


